
講師

三島で
初！

開催で
す

1日目1日目 10月18日日10月18日日 10月19日月10月19日月
13：00～15：00

（開場12：30～）
10：00～12：00

（開場9：30～）

2日目2日目
だれでも
参加OK

三島商工会議所4F 大会議室
三島市一番町2-29

ひとりで
なやまない

安心した
くらしを

自分たちも
考えよう

みんなで
たすけあい

参加費
無料

障がいの有無にかかわらず、だれもが共に支え合い、
いきいきと安心して暮らせる社会の実現に向けて、富山県手をつなぐ育成会で取り組む

「松の木プロジェクト」の講演会と地域社会の理解を深めあうシンポジウム

保護者向けの勉強会
「私たちのこれからの課題」

たくさんの方に知って欲しい
「地域が支柱となって支える社会」

令和8年度
三島市手をつなぐ育成会補助金事業

令和8年度
三島市手をつなぐ育成会補助金事業

・富山県手をつなぐ育成会 理事
・権利擁護推進委員会 委員長
・社会福祉士細川瑞子さん 

ほ そ か わ み ず こ

当事者・ご家族
関係者・支援者

ほか

アクセス

mishimaikusei411jim@yahoo.co.jpお申し込みは
コチラから

静岡県、静岡県教育委員会、三島市、三島市教育委員会、三島市社会福祉協議会、
三島市自治会連合会、静岡新聞社・静岡放送、FMボイス・キュー後援

静岡県手をつなぐ育成会主催 共催一般社団法人三島市手をつなぐ育成会
お申し込みは
▲QRコードから

080-4944-5352（ （右記QRコードからも
お申し込みいただけます

静岡県健康福祉交流プラザ
三島市谷田2276



主催：一般社団法人三島市手をつなぐ育成会

お問い合わせ先 080-4944-5352

住まい
（出口）

地域生活
（安全）

「松の木プロジェクト」とは？

「育成会」を知っていますか？

mishimaikusei411jim@yahoo.co.jp

講師 細川瑞子さんプロフィール
1991年

1995～2025年
1995年～現在
1995年～現在
1997～2018年

1999年
2004年～現在
2005～2014年

2006年
2011～2017年

2017年～現在

最重度知的障害者（44歳）の母親
→富山県育成会のボランティアに参加
富山県「障害者110番」専門相談員
富山県手をつなぐ育成会理事
富山市手をつなぐ育成会副会長
全日本手をつなぐ育成会権利擁護委員会委員
社会福祉士取得
日本成年後見法学会制度改正研究委員会委員
全日本手をつなぐ育成会中央相談室長
日本女子大学社会福祉学科修士課程修了
明治学院大学と富山国際大学で、
「権利擁護と成年後見制度」を担当
日本成年後見法学会理事

●細川2007『知的障害者の成年後見の原理』信山社
●「後見類型からの選挙権剥奪」問題。成年後見法学会委員会で問題提起2007 
→ 育成会で全国署名活動＋裁判応援→東京地裁で違憲判決(2013.3)→

　法改正 → 細川2013「選挙権回復への取組み―育成会の考えと活動」実践
成年後見No.46

●全育成2012『みんなで知ろう・考えよう　障害者虐待防止法』冊子作成
●全育成2014、2015「意思決定支援の在り方並びに障害福祉サービスの利用
の観点からの成年後見制度の利用促進の在り方に関する基礎的調査」委員

●全育成2015『知ってほしい・知っておきたい－知的障害と警察』冊子作成
●「内閣府障害者制度改革担当室障害者政策委員会ヒアリング」2015.5.22 
－ 意見発表「成年後見制度も意思決定支援も、知的障害者には必要」

●富山市育成会2018～現在「親亡き後等の相談支援研究事業」担当
●細川2019「富山市委託『富山市育成会「親亡き後研究事業」』セミナー「～親
から地域社会へのバトンタッチ～」研究代表・事前勉強会担当

●細川2021.5.29成年後見法学会学術大会パネルディスカッション ― 報告
「親による３年間の『親亡き後研究事業』から見えてきた成年後見
●細川2023「『ビヨンド意思決定後見ガイドライン』と『松の木プロジェクト』
実践成年後見No.105論説・解説

研
究
・
著
作
等

成年後見
（引継ぎ）

安心で暮らしやすい街、地域や社会との繋がりは、誰もが望んでいるやさしい未来だと思います。 誰もが年齢を重ね、
病気やケガなどによって支援を必要とする可能性があります。 困ったときに助け合える関係や、その環境づくりは、
すべての住民の安心にもつながります。 「松の木プロジェクト」では、障がいのある人の「親なきあと」のさまざまな
不安要素を、家族だけで捉えるのではなく、地域全体で支える仕組みづくりへと意識転換し、親から社会へバトンタッチ
をテーマに、実践的な活動をしています。 対話型研修、啓発セミナー、支援者ネットワークの構築を通じて、障がいのある
人がサポートをされながら、社会自立と地域共生を目指します。 

一般社団法人三島市手をつなぐ育成会は、三島市およびその近隣に在住する知的障害のある
人の親が中心となって活動している団体です。 住み慣れた地域で、誰もが安心して暮らせる社
会をめざし、親の立場だからこそ気づくさまざまな課題の解決に取り組んでいます。また、手を
つなぐ育成会は、全国で活動を広げている団体です。

障がいのある人の「親なきあと」の不安には、代表的なもので
３つあり、住まい（出口）、成年後見（引継ぎ）、地域生活（安全）
です。 本講演会では、富山県で実践されている「松の木プロ
ジェクト」を学びながら、家族・地域・企業・行政が共につな
がり支えあう街づくりについて考えます。誰もが安心して暮
らせる共生社会の実現に向けて、一緒に学びませんか。

「親なきあと」を地域で考える講演会

みんなで地域で
学んで考えよう

何かあったとき
誰に支援を頼むの？
災害のときは

どうすればよいの？

後見人の
適任者って
専門家が
よいの？

グループホーム？
一人暮らし？
金銭管理は
どうしよう

▲育成会 公式HP
お申し込みは
▲QRコードから


